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企　業　者　行　動　の　基　礎

岡　部　滞　之　助

Ichinosuke Okabe

書々は前稿(1)で個人的消費者の活動を分析したのであるが,この稿ではこれに対¥sC<個別的企業

者の活動を分析しよう｡ヒックスも云う様に(2)之等二つの理論は●よく似て居るから｡前稿での分

析がとの場合にも非常に役立つであろう.

§ 1企業者の均衡候件

今或る企業者がIからnまでのn種類の代用的生産要素を天女&i, a2> - 'サ&uだけ用いで

唯一種類の生産物を　Ⅹだけ生産して居るものとしよう.との場合各生産要素の使用量と生産量

Ⅹ　との間には,技術状態に基いで次の様な生産歯数が与えられて居るものとする.

(1) x-f (a.l9a.l9 ---, an)
●

叉Trは　Ⅹだけ生産する場合の給費月はL pi, P2, -　Pnを以て各生産要素の苗場価格を表す

ものとすれば, Ⅹ　だけ生産する為の絵費用は以下の如き費用方程式で示されるであろう｡

(2) 7T-alpl+a2p2+-- '+a,,pn

ととで(1)は消費者理論の効用歯数にあ潅り(2)式は消費者の予算方程式にあたるであろうO

とまれとの三つの関係から企巣者の理論を展開するに際しては,次の様な二つの場合を分けで考え

ることが便利である｡

(i)与えられた任意の稔費用7Tの'下でⅩを極大ならしめる場合(同じことだが,所与の生産

量Ⅹ生産の為の給費用を極小にする)

(ii)企巣者が彼の利潤を極大怒らしめる様な給費周文は生産量を選択する場合(この第この点

で企巣者の理論は消費者のそれと異って来るのである)

青鬼は先づこの中の第-の場倉から考えて見よう.そしてとの場合には企装着の理論と消費者の

理論は形式的に全く相似で居る｡蓋しそれに於では所得が所与と見倣されたのに対し,これでは絵

費用が所与と見倣され,求められる極大は消費者理論では効用であったのに対して,今の場合は生

産量にすぎないからである｡所で所与の給費周Trの●下でⅩを極大ならしめる為には,何よりも生

産歯数の第一次微分が零ならしめられねばならない.即ち

(3) dx-fldal+f2da2+-- +fndaD-0
～/

とこにfi(i-l,2, -･-, n)は前稿と同様af/aaiの意味である｡然し(3)は(2)で示され

る制約に従わぬぼならないから,当然(2)から導かれる占

(4) Pida2+p2da2+　　+pndan- 0　　　　　　　　　　　　　　･

の制約の●下に置かれて居るわけである.従で今(3)及び(4)から変数の中の一つdalを守肖表す
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る為に(3)の両辺にplを乗じたものから(4)の両辺にflを乗じたものを差引くと

da2 (f望Pl-fiPa) +da3 (f3Pi -fiPs) +　　+dnn (fnpi-f,pn) -0

が得られる.然るにとの方程式でda2, da3. -　　danのとる債は不定であるから,上式が成立す

る為には未知数の係数がすべて零とならねばならない｡かくて

f雪Pi-fipa ; fspi-fiPs;　　fnPl-fiPn

之から

(5)
fn

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一へ　　　■-　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

Pl p旦　　　P3　　　　　　　　Pm

が成立する(5)式はワルラスの修正后の限鼎生産力説に関する第二命題に外ならないC3)蓋し此

の式の意味する所は各生産財の限鼎生産力が夫々の価格に比例すると云うことだからであるO　かく

て与えられ兜費用の●下で企巣者が生産量を極大ならしめる為には彼にとって必要なことは,=　天火の

生産要素の限鼎生産力が天火の価格に比例する様にその数量を決定すると云うことである｡文書Je

はヒックスに従で(5)式を｢任意の二生産要素間の(技術的)限鼎代替率　technical mayinal

rate of substitutionがその価格の比に等しい｣と云い換える事も出来るであろう(4^

次に生産量Ⅹが極小でなくまさに極大である為にはd2x<0　が成立しなければならない.然

しとの条件が成立する為には既にその前にdx- 0　が当然成立しておらねばならないから極大の充
I

分条件は

n  n

(6) d2x- S 2 fndatda,-　(但L f.i-a2f/aaiaajである)
1=1J=l

那
●

n

(7) dx-｣fidai-O
EE=印

の制約の●下で,負の定符号を持たねばならないと云うことである｡従で極大の充分条件は(7)の係

数i-lt｣2*　　9 *nで縁付けし充三次以上の縁付行列式が交互に正負の値をとる事匹よって与えられ

る｡即,

(8)

o u f2

I'l fn fi:

f9 f31 f*

0 f! f畠　fS

Il til ^12 ^13

*2 *21 t2'2 i23

f. fサi f馳fBS

事　　　　　　　　　　　I

0 f, f2　--fn

fl fli f19　　-�"fl,-

f. Ui i32　　-"1211

●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　■　●　●　■　●　●　●　●　●

fn fnl *n丑　　Inn

が交互に正負となるととによって与えられるo吾々はこの極大の充分条件を後のそれと区別する為

に安定条件Ⅰと呼ぼう.　　　　　　　　　　　　　　　　　　,1

次に吾鬼は均衡条件(5)に次の様な条件,即

I(9)意-意　　意ニス･
む与えて,この人が如何なる意味をもつかを考えて見よう.

先づ(1)式を仝微分し,叉7Tを変数と見臓して言(2)式を金微分すれば,
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ll                  ll

(10) dx-Iildai ; dn- 2?!dai
i=1

が得られるが, (9)から

fi dat　　包da象
≡≡亡:

Pi dai p2 da2

が成立つので,当然

i=1

In dan

pu dau

1=1

= ･ ■-● ･ ●●　=　_ _=^

ll

2fi dai

葦-ll- - A
2pi dai
i=l

となり,叉(10)の南武からdx/dhを考えると
I一

dx　　2 fidai

5E　垂
n

2 Pida*
1=1

となるから結局

dx

(ll)頂㌃ニス

の関係が得られる.とこでdx/d汀は稔生産費の限鼎生産力とも云わるべきものである(その逆数

d可dxはⅩの限鼎生産費に外ならない)｡ (9)と(ll)とから

(12)
fl f包　　　　　　　　　dx

__   ｢

■　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二⊥　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

pl pB Pa T【

が得られるが,之は均衡に於では各生産要素えの支出の貨幣単位当り限鼎生産力が凡ての要素に?

いて相等しく,且つ絵費用の限鼎生産力にも等しいことを示して居る.

aj及び)の均衡値はパラメ-♂- pl及び総費用7Tの歯数であるから,之等のパラ･メーク-が

変化すれば当然均衡値も変化しなければならないであろう.今方程式(2)及び(9)を整理すれば,

aipi +a2p2+-　　�"+ aripn -7T

-スp!+f1-0

-ネp2+f.-0

-Åpm+fn-O

となるから之等の方程式を7Tに関して偏微分すれば(但しpi-const.)
1=1,2. ……u●

. (13)

pl意+p包含+�"-�"+p√訂-1∂an

I-pl意+fll告+f:128n-+蝣�"+fln窓-0

-p2意+u一覧+t.

�"220a2

d<K�"+-�"+f;2n昔-o

-pn意+fni告+fn2意+-･--�"+fn一五一- 0
0an
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.　　　p　　　一一　■

之から3a,/∂爪を求めればクヲ-メルの公式によって

一重L_ Di十1
∂¶ ~~~~面~

但しことにDは行列式

D- O px p2　　　　�"Pi,

-Pi 111 f12'　　　Lin

-pa I2i lj22-　　　　^2n

-pn fnl f;ri2'

であり, D汁1は行列式Dの第(i+1)列の元素の代りに　　の各式の絶対項を置き換えて得

られた行列式即,

D汁1 - 0蝣Pipa-�"PiL1

-pifllIユ�"fl,ト1

-p旦f.ii.
21A29�"f..l-1

1 p什1--･--･pn

0 fa,汁1-･･･-･･-fュn

0 f3(i十1　　　fan

---Pn fnl fn2*　　　-fn,ト　　O fn.汁　　　"Inn

- (-1) i+2 -pi 111 f12-　　　�"fl,トl fl,汁r##-　　fln

-p2　*21 f23　　　-�"isM-1  J-2U十1　-M-f,

-p▲.fnlf,
nl*n2-･-･--tn.トfn,叶1---･-�"fn

然るに(9)からpi-fi/A(i -1, 2,　　n)が得られるから此の借をD及びD汁1に代入すると

1

D=一つ㌻
0 f, U-　　-･fn

fi fa f12*　　　-fin

f3　f.1 t.　　-�"fサ

●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●　●　●●

fサ　fnl W--･-･-�"i-nn

となり叉D汁1は

D叶i- -(- D汁2⊥
X

fifnf12'�"fl,1-1fl>汁1-･･･-�"-fin

UfMf:
21�"L22-�"fati-1*2>:
2>i十V--･･･-�"f.

fn fnl fn2-･･･--�"fn,ト　fn,汁1--･--**nn

となる.かくて

D-一意F ; D汁1--÷Foi

但しとこにFは(8)の最後の行列式であり　FoiはFの要素fiの余因数であるo従て

(14)
Oai

∂¶

栗岡樺略して

-普-Å号D
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(15)意一
一-ス2掌(但しF｡｡はFの要素0の,余因数)

が得られるが,ここでF｡ま/Fが正ならば)は(9)から明かな様に当然正であるから∂ai/an>0

となる.換言すれぽこの場合には絵費用の増加に伴ってaiが増加するわけであるが,書}tはこの様

な財を上級財と呼び,反対にF｡i/<FO　従って絵費用の増大に伴ってaiの減ずる場食にこの様な

aiを下級財と名づけよう｡く5)

更に吾}tは第二の場合に進もう.今利潤をG生産物価格をpxとすれば帯二の問題は結局

(16) G-px�"x-7t-maximum

と云うことである.従ってその必要条件は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

(17) dG-0-pxdx-d汀　∴ px-意

であり,叉充分条件(d2G<0)は(2)が-次式なる点を考慮すれば
也

iTM^^^^^^^^^^^H t ^^^B i i

(18) d2G-pxd (dx) -pxd i;fidaI-px2l I fijdaidaj
ヒ1=1 1=1

が負なることでなければならないが　px> 0　を考えれば,結局最右辺の二次形式が負の定符号を有

するととに帰する｡従ってとの二次形式の係数の作る行列式

(19) fn,

C

O

 

c

O

 

C

O

-
H
　
　
　
ォ
　
　
　
C
O

h
H
]
　
q
H
]
　
n
川
〕

2

　

3

　

S

f

 

f

 

f

l

 

l

　

　

　

　

1

1

　

　

　

e

一

　

　

5

f

 

f

 

f

I

fn fi急　fl3---�"fin

121 *23　f望サ�"�":　f即

fsI　^32 ｣33'　-�"f;3n

fnl t触　Cn3'--�"-fn

が交互に正負の値をとることが必要である｡吾々はとの極大の充分条件を前のそれに対して安定条

件ⅠⅠとして,最後の行列式を以后の展開の為にHで以て表すことにする　(17)及び　　　から

(20) p,fi=pi;pxf丑-Vz>-　- ;pxin-pu

が得られるが,これは各生産要素の価格が天女の価値限鼎生産力marginal value productivity
●

に等しいことを意味するものであり,方程式(5)が費用を一党とし允場合に成立する限鼎生産力の

命題であっ允のに対して,この様な制約を撤去し充場合に成立する限鼎生産力の命題である.そし

てとの命題は叉ワルラスの修正前の限鼎生産力説の命題に外ならない｡(6)

最後に吾JkはaA/aTrの正負を検討しよう｡

÷ニーよこキー

であるからF｡｡が行列式Fの元責0の余因数であることを考えれば　FォはF　と同符号でなけれ

ばならない.従ってF｡｡/F>0であり,文人は前述の如く正であるから, wa7Tは必ず負でなけ

ればならないoかくで青々は7Tの増加は必ずAの減少を伴わぬぼならないことを知る.即ち費用

を多く用いれば用いる程費用当りの限外生産力は逓減するわけである.

さて以上の分析では凡で生産物の価格も生産要素の価格も何れも与えられたものと見倣して来

た.書見は進んで之等の価格が変化する場合生産量や要素の需要量に如何なる変化が生するかを考
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寮して見よう｡

§ 2生産物債格挙動の生産量及要素の需要に及ぼす効果

′塊や生産物価格の変化が生産要素の需要に対して如何なる効果を及ぼすかを検討しよう

(20)の各式をpxについて偏微分すれば(但′L Pi-const. i-l, 2‥ n　とする)

(21)

f1一一-fn思+fl38a2

｡px-+�"�"+.fin窓IIE

f2一一-fai--.

<3at

6pn嶋思+�"-･･-�"+fサn思

px
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲J　●●

fn L　∂ai　　　∂a2 .　　　　　　　　∂an

一一｣n!思｡px-　�"+fォ砺ISE

が得られるが∴之からaai/apxを行列式Hを用いて求めれば

(22 )
βat H.

∂Px H

ことでHは問題ないが, Hiは

Hi-

(i列)
fl

fn fi望-　　-･--　　--�"f:in

px

f9

fサI f.　-　　　-･･-　　f丑n
P玉

-一意〔flH,i+f,Hai++fnHサ0-一首J-1ij^^^BiJ

となり,従って

(23)忍--忘n
2f普ci-1,2,,n)

となる｡然るに(1)式をpxについて偏微分･すると

(24)A-fl思+fa思+�"∴+fn忠*2ft蓋^^^^^^H^^^^^^K-V^^^^HK

∂pxiニ1

となるから(24)に(23)を代入すれば,

l■
nn(25ト監1JUUT_T..

D*i-1¥-irlp玉1=1J=l

nnが得られるが,､安定条件ⅠⅠが成立する限り逆二次形式の定理によっでの右辺の22iii
iij
l=1j=l
葦凋必ず定符号で負とならねばならない｡(7,かくて(25)の左辺は必ず正である.換言すれば生

産物価格の上昇(下落)は必ず生産量の増加(減少)を伴わねばならないことがわかる｡

次に(23)式で

∩(26)^fjHj^-Fo,;H-Fft
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の関係にあることを考慮すると, (23)は更に次の様に書き換えられる｡

･27)忠--忘一芸享一一-一志(葦十掌)--忠(意揺)
との式の最右辺でA/px>0,叉前述の如く　∂tfdnは必ず負,償ってaa.i/apzと3ai/∂7Tとは必

ず同符号を有する｡即ちaiが上級財であるならば,従ってaai/紬>0であるならば生産物価格

の変動とaiの変動は同方向である.之に対して-al･が下級財ならば従うてaai/37T<0ならば,坐

産物価格の変動とaiの変動は反対方向となるであろう｡

§冨生産要素慣格撃動の生産要素の需要及び生産量に由する効果

最後に書々は生産要素価格の変動の効果を検討してこの稿を終ろう.

先づ(20)の各式を任意の要素価格piについて偏微分して得られる各式の両辺をpまで除すよ,

(但しpx-const.)

(28)

0-f,ユ豊+fia告+-　蝣+fユn頂訂
201

■　●●　●　●●　●　●●　■　●●　●　●●　●　●●●●　●　●　●●　●　●●●　●●●　●●　●　●●　●　●●　●　●●●●　●　●●　●　●● ･ ●●　●　●●　●

一一-fil語+fォ怒+-　蝣+f,in窓
1
px

｡ ●●､ ●●｡ ●●●　●●｡ ●●●　●●　●　●●　●　●● ｡ ●●　●　■●●　●● ｡ ●●●　●● ｡ ■●　●　●● ｡ ●●●　●●　●　●●･ ●●

0-fnl思+fln2思十･･-　�"+fnn有
WM

となるが,(28)を前の様に行列式Hで解けば

(29)忠-忘告(i,j-l,2,-�",n)

となる｡今i-jの場合を考えれば

(30)flat

｡pi忘告(i-l,2,-�",n)

(30)式は任意の要素の価格piの変動の当該要素の常要aiに及ぼす効果を示すものであるがと

の式の右辺第二項Hji/Hは安定条件ⅠⅠから必ず負となるから,石al/apiは必ず負となるととが知

られる｡即要素の価格の変動はその要素の需要を必ず反対'の方向一に動かさぬぼならない｡

次に生産要素の価格が変動する場合それが生産量に対して如何なる効果を及ぼすかを検討し･よ

ち.その為に(1)式をpiにつレ､て偏微分す為と

(31)意-fl豊+u意+�"-+fn告-j真fi思(i-l,2,n)

となるが,之に(29)式を代入すると

C32)-ニーEf昔∂Ⅹ1m

∂PiPxl=1

が得られるからを考慮すれば結局

(33)
∂ai　　　∂Ⅹ
ご-｣二==二

∂px　頂訂
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となる｡然るに　　式からaai/aplとaaj/azrとは同符号で然もaiが下級財であればaai/a7r

<0でありaiが上級財ならばaai/dn>0なる点を考慮すれば書}{姓とのことから次の様に云う

ことが出来る｡即ちある生産要義が上級財孜もぼその要素の価格変動は必ず之と反対方向に生産量

を変動せしめるが,それが下級財であればその価格の変動は必ず之と同じ方向に生産量を動かすと

云うこと之である.前節の最後の場合と本節の最後の場合はヒックスの所謂1)グレッジョンの場合

に外ならない｡(8)かくでt)グレッシブな鰐係は生産要素の下級性に基くものと云V､得る｡(9)
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